






要約:平成 6 年度の分担研究のリサーチクェスチョンは、①既存のフィールドスタディを

分析し、肥満、高脂血症、高血圧、高コレステロール血症のトラッキングを証明できない

か、②幼児期、学童期の効果的な食生活、運動の指導は何か、③食生活、生活習慣の地域

差を評価できるか、の 3点である。

本年度は、コーホート調査を継続して実施した。同時にコーホートを本格的に開始した平

成 4年度調査におけるアンケート調査から、生活習慣、食生活について児童生徒の地域別

観察を行った。

リサーチクエスチョン①については、森、伊谷、武藤、山内、有阪、岡田、竹内がトラッ

キング現象を認める報告を行っている。

②については、コーホート調査の直接の対象は幼児、学童であるが、介入(指導)の対象は

必ずしも幼児、学童とは限らなくて、幼児期には保護者(主に母親)を主対象とし、学童期

には低学年では保護者を、高学年では学童本人と保護者を半々に主対象とすると仮定し、

これを実証しようとした。神谷は、学童、家族を対象としてカラースライドなどを用いて

働きかけた。森尾は、県保健所職員、町村職員、小・中学校養護教諭および栄養士が情報

交換をする場としての「学校・地域保健の情報交換会」を設立して各種のパンフレットを

作成し、介入に用いることにした。西田は、幼児の保護者に対して歯科保健に関するアン

ケートを行い、その集計結果をまとめた小冊子や、虫歯予防に関するパンフレットを介入

に用いることにした。いずれの場合も本年度に結果の評価を行うことはできず、来年度以

降継続する事とした。

③については、簑輪が学童について観察し、児童生徒の食生活習慣や家庭環境について、

居住地域との関連性を明らかにし、食生活習慣について因子分析を行った。結果としては、

食生活には地域差が認められ、因子分析の結果も地区別に違いが認められた。

今後の研究方針としては、コーホート調査の継続実施、食生活・生活習慣の年齢別、地域

別の解析を引き続き実施、食生活・運動についての介入方法の検討と評価の実施、肥満等

のトラッキング現象の評価を行うこととしている。


